
平成２９年度事業計画

平成２９年度は、人口減少社会の進展に加え、観光を取り巻く環境が大きく

変化していることから、多様なニーズに応えるため、県域ＤＭＯ候補法人（本

年１月２０日付け観光庁登録）である当協会が、いままでの事業をマネジメン

ト等ＤＭＯの手法で見直し、会員、地域ＤＭＯをはじめ農業、商工業、文化な

ど地域を支える方々と協働し、滞在型交流商品開発を促進するなど観光客のニ

ーズに沿った事業を展開し、県内への送客に努めて参ります。

昨年度は、ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」で真田ゆかりの沼田市、東吾妻町、

みなかみ町などの魅力が全国に紹介され多くの観光客に来訪いただいたほか、

昨年１０月から１２月に開催されたググっとぐんま観光キャンペーンに合わせ、

観光展や物産展、キャラバン等を通じて県・市町村と一体となって誘客に努め

ました。また、３名のＤＭＯ専門職員を配置し、セミナー等を開催し、ＤＭＯ

の周知、気運醸成を図ってきました。 

平成２９年度は、当協会をはじめ、多くの市町村でＤＭＯ候補法人が誕生し

たことから、地域の連携を強化するとともに、ＤＭＯ推進にあたり、群馬県と

協会の役割を明確にし、次の事業を展開して参ります。

まず、ググっとぐんま観光宣伝推進協議会の事務局機能を協会に移管します。 

「観光物産部」をＤＭＯ手法で運営するため「観光課」、「物産課」を廃止し、

「観光地域づくり担当」、「企画推進担当」、「物産担当」の３担当制に移行させ、

既存の団体との連携はもとより、食や歴史などの団体とも協力し、データに裏

打ちされた各地域に即した観光資源の磨き上げ、プロモーションを行い、継続

して自走できる観光地域づくりを進めます。

海外からの誘客についても、県から台湾プロモーションが移管され、専門人

材を配置し、県内地域観光協会などと連携して、台湾からの積極的な誘客を促

進します。

物産振興についても、地域物産振興協会や他県観光物産協会などとの連携を

深め、地域に埋もれている魅力ある商品の発掘・育成に努め、本県の魅力向上

に繋げます。

さらに、国際化推進としては、県や地域国際交流協会と連携を深め、ボラン

ティアや留学生との連携を強化し、急増する外国人観光客への支援など、国際

交流の促進に努めてまいります。

 以上の事業を展開し、魅力のある信頼される群馬県観光物産国際協会を目指

します。



Ⅰ 観光物産振興・推進事業

１ 観光物産情報発信 

（１）観光情報事業 ９３８千円（28年度 938 千円)（県・市町村負担金事業）

 平成２８年度からググっとぐんま協議会ホームページと統合し県内外の多くの方に群

馬の生の情報をリアルタイムに伝えるため、群馬県や市町村、関係団体等と連携し情報

収集を行うとともに、ホームページを通じて観光情報の発信・更新を行う。

（２）各種マスメディア活用誘客宣伝事業（県・市町村負担金事業）

  ラジオ番組放送を活用し、四季を通じた県内各地域の観光素材やイベント情報の発信

を行い、県内外からの誘客に繋げる。 

１）ラジオ情報宣伝  ４，５００千円（28 年度 4,500 千円)

   ①エフエム群馬コーナー番組 ３，０９３千円 （28 年度  3,093 千円） 

    県内各市町村観光担当課や観光協会等持ち回りで、ラジオ番組に出演、観光素材、

観光物産展などの宣伝ＰＲを県内リスナー向けに実施する。 

・放送回数：年間５２回（毎週金曜日） 

   ②ＮＡＣＫ５コーナー番組 １，４０７千円（28 年度 1,407 千円） 

    県内各市町村観光担当課や観光協会等持ち回りで、ラジオ番組に出演、冬の観光

素材、観光物産展などの宣伝ＰＲを県外リスナー向けに実施する。

    ・放送回数：年間８回（予定） 

（３）ぐんまちゃん家管理運営事業（（県委託事業）観光案内・情報発信事業）

  収入１２３，６７３千円(内県委託費６，４７３千円  支出１１９，２９２千円

（28 年度 収入 122,936 千円(内県委託費 7,156 千円 ・支出 119,892 千円） 

   群馬県から「ぐんまちゃん家管理運営」を受託し、観光案内・宣伝及び県産品の紹

介宣伝等を行うとともに、都内におけるアンテナショップとして県内物産業者の育成

に寄与する。具体的には、商品の常設販売、新商品紹介等を通じた販売支援、商品の

ブラッシュアップなどを通して販売動向等の情報を提供し、アドバイスを行う。

２ 観光誘客事業

（１） 観光物産展等開催

１)観光展・観光キャラバン事業 

２，４５５千円（28 年度 4,949 千円）（県・市町村負担金事業）

   会員各市町村（観光協会等）等の地域の魅力を発信するため、会員相互が連携して、

観光ＰＲを実施する。

① 関東エリア観光キャラバン    １，２５４千円（28 年度 3,714 千円）

   （中小旅行業者観光キャラバン）

   圏央道の延伸開通などを契機に関東近県からの誘客を図るため、商品造成者（中

小旅行業者）を対象とした市町村等会員の参加型観光セールスキャラバンを行う。

（千葉県・神奈川県・埼玉県） 



キャラバンは２日間実施し、観光 PR プレゼン、官公庁、マスコミ訪問を行い広く

ＰＲ宣伝を行う。（または大型ショッピングセンター等で観光ＰＲイベントを行う。）

キャラバン隊の団長に本県出身タレントを起用し話題性と露出を図る。 

また、相互で観光宣伝を行う観光キャラバン（静岡県）、観光バスを借り

上げ、着地型のバスツアーを相互で実施する。（千葉県・神奈川県） 

※神奈川：説明会＋ﾏｽｺﾐ訪問 ※千葉・埼玉：ﾏｽｺﾐ訪問＋ｲﾍﾞﾝﾄ ※静岡：観光展 

上期１回 下期３回（予定） 

② 高速道路観光展 ７７５千円（28 年度 835 千円） 

   夏秋季観光ハイシーズンに向けた情報を発信することを目的に会員各市町村（観光

協会等）等と連携し、高速道ＳＡ等における観光展を開催する。

   ・開催時期：夏休み前及び秋の行楽シーズン 

   ・開催場所：①上里ＳＡ（下り線）３回、②東北道佐野ＳＡ１回（下り線）、③壬

生ＰＡ１回

③ 日本観光振興協会関東支部観光展参加 ４２６千円（28 年度 340 千円） 

   日本観光振興協会等支部と連携し、横浜・仙台（予定）の各駅構内で開催される観

光展に参加し、本県への誘客に繋げる。

    ・開催場所：横浜駅構内コンコース、仙台駅構内コンコース（予定） 

    ・開催時期：平成２８年９月、１１月（予定） 

また、関東ブロック観光連盟協議会出展の海外観光展（台湾・台北：ITF2017 台北）

へ参加し PR を実施する。 

・開催場所：台湾・台北世界貿易センター（予定） 

・開催時期：平成 29 年 11 月（予定） 

（２） 旅行エージェント（ツアー造成促進）及びマスコミ招聘・対策事業

１）エージェント招聘・支援事業

９５０千円（28 年度 4,530 千円）（県・市町村負担金事業）

  旅行業者・マスコミによる具体的な群馬県への送客や自主宣伝を喚起するため、旅

行業者及びマスコミ業者を本県の現地視察を行い本県への理解度を深めてもらうとと

もに、本県の魅力をＰＲすることにより、旅行商品造成や自主出稿を促す。 

また、旅行業者が本県周遊の商品造成を行う際に、ツアー特典を提供することによ

り、ツアー価値を高めるとともに、本県への誘客を促進する。 

２）着地型観光ルート提供事業 ４００千円（28 年度 400 千円） 

（県・市町村負担金事業）

   主に中小旅行業者に対し、県内の磨き上げられた観光素材、隠れた観光素材を盛り

込んだ県内を周遊する具体的で現実的な観光コース企画集を提供、提案する。これに

より、県内各地域に向けた広域的な誘客を図る。 



３）地域の魅力発信事業 ４００千円 （新規：県・市町村負担金事業） 

首都圏マスコミ等に向け、取材、企画を希望する地域の観光資源を発信するととも

に、群馬の弱点と言われる「物産（食・土産品）」の魅力を記者、編集者等に発信、

再認識してもらう。また、テーマ別開催により、滞在及び面的な周遊の魅力（観光･

泊・食など）についても積極的に提案を行う。

（３）ぐんまちゃん家イメージアップ強化事業（県受託事業） 

 １３，７２９千円（28 年度 14,495 千円） 

  群馬県の更なるイメージアップを図るため、ぐんまちゃん家を拠点に群馬県から「ぐ

んまちゃん家イメージアップ強化事業」を受託する。事業では、群馬県のマスコット

「ぐんまちゃん」を活用し、店頭ＰＲやマスコミＰＲ、サロンドＧなどのイベント支

援、外国人観光客誘致等を行う。

（４）山と歴史のぐんま観光事業 ２０，２３５千円（新規：県受託事業) 

稜線トレイルや世界遺産・東国文化など、群馬のブランド確立にもつながる「これ

ぞ群馬」という観光の開発事業を受託する。観光商品の開発、メディア出稿、観光ガイ

ドブックの発行、ホームページの作成等を行い、宿泊と周遊の促進による観光消費額の

増加と、イメージ定着による他県との差別化（ブランド化）を図る。

（５）ぐんま観光おもてなし事業 ２２，２３０千円（新規：県受託事業） 

  「ぐんま観光おもてなし隊」を結成し、県内外イベントにおける観光ＰＲを実施し、

本県の観光振興及びイメージアップを図る。

① ぐんま観光おもてなし隊の構成 

ぐんまコンシェルジュ（観光案内、制服着用）、ぐんまちゃんの着ぐるみ

ぐんま工女隊（工女衣装着用）、その他スタッフ（ユニホーム着用）

② おもてなし活動 

イベント等でのＰＲ活動、ブログによる観光イベント・物産情報の発信

（６）負担金・拠出金

１）ググっとぐんま観光宣伝推進協議会負担

１６，３００千円（28 年度 17,800 千円）

  群馬県、市町村、観光関連団体等が協力し、全国から本県への誘客を図ることを目的 

としたググッとぐんま観光宣伝推進協議会事業へ負担金を拠出する。

① 広報宣伝 

キャンペーンガイドブック、ポスター、公式サイト、ノベルティの作成

② 誘客対策 

キャラバン、イベント出展、オープニングセレモニー、地域部会助成、二次交通

ガイドブック

③ 総会、部会、効果検証 



（７）群馬県スキー場経営者協会事務局 ２，４３０千円（28 年度 2,430 千円） 

  本県冬季観光産業のメインである県内スキー場の活性化と誘客等を効率的・広域的に

実施するため、群馬県スキー場経営者協会の事務局として、様々な事業の展開を図る。 

（８）海外誘客対策事業

１）海外誘客支援 ２，６００千円（新規：県・市町村負担金事業） 

群馬県と連携し、県内各市町村観光担当課、観光協会、観光関係機関等、インバウ

ンドに取り組む観光機関等に対し、海外からの訪日個人客や団体・教育旅行・AGT・マ

スコミ等の受入支援及び体制整備を行い、群馬県の経済活性化に資するとともに、群

馬県への訪日客の増加を図る。 

２）外国人観光客受入環境整備 ６，３６０千円（新規：県補助事業）

   外国人観光客の受入環境を整えるため、外国人観光客動態調査を実施し、有識者に

よる地域づくりを支援する。

①外国人観光客動態調査 

   ・県内観光地を測定地点とし、来訪した外国人観光客を対象にアンケート調査を実

施

②有識者による地域づくり支援 

   ・インバウンドに取り組む有識者が県内観光地を視察し、課題や今後の取り組み方

法など地元関係者と意見交換、助言指導を行う。

３）台湾プロモーション ８，８４１千円（新規：県補助事業）

   台湾からの更なる誘客を促進するため、現地へのセールスプロモーション、教育旅

行関係者招請事業、教育旅行現地説明会参加などの誘客事業を実施する。

４）インバウンド人材配置 ５，１９７千円（新規：県補助事業）

   台湾を中心とする東アジアからの誘客を進めるため、プロモーション事業や受入環

境整備事業を実施する人材を配置する。

３ 観光物産事業育成支援事業

（１）観光功労者表彰及び観光振興助成事業 

２６０千円（28 年度 260 千円）（県・市町村負担金事業）

   ① 観光関係功労者表彰 

     観光事業の発展に資することを目的に観光事業に功績のあった者を表彰する。 

   ② 観光関係の行事等の後援及び賞の交付 

     地域の観光振興に有効と思われる行事を後援するとともに、それらの行事を実

施する関係機関が行う表彰に対し賞状等を交付し支援する。 

（２）物産振興助成事業 ５００千円（28年度 600千円）

  ① 各地域物産振興協会が中心となって開催する地域の物産展、新しい特産品掘り起



こしのための展示即売会等の物産振興事業に対して、予算の範囲内で助成を行う。

  ② 各地域物産振興協会他、関係機関の主催する展示即売会や物産展等の物産振興事

業に対して、後援や協力を行う。

  ③ 群馬県菓子工業組合の全国大会への参加助成を行い全国へ群馬県の菓子の情報発

信を通じたPRを図る。

（３）地域づくり・人材育成事業

１）魅力ある観光地づくり推進事業（群馬県ＤＭＯ機能強化）

 ３７，８４９千円（うち県・市町村負担金３，７９７千円）（28 年度 １２，０００千円）

 平成２９年１月当協会が観光庁から日本版ＤＭＯ候補法人に認定された。はばたけ

群馬観光博覧会で培った着地型旅行商品のノウハウを生かし、県内各地域の交流人口

を増加させ、地域の雇用創出、地域経済の発展に寄与するため、次の事業を実施する。

①観光調査分析、②中核人材育成、③地域ＤＭＯ推進、④推進計画作成（負担金） 

⑤観光資源調査（負担金）、⑥ＤＭＯ助成金（負担金）、⑦専門人材設置 

２）地域物産振興育成事業 １６５千円（28年度 238千円）

① 各地域物産振興協会等との連携を図るため、全体会議を実施し物産関連情報の

収集及び情報提供を積極的に推進する。

② 会員名簿の作成を通じて、物産振興協会が整備されていない地域における物産

業者の事業参画を推進するため、県・市町村と協力し、各地域物産振興協会の広

域化推進など育成強化に努める。

４ 群馬県産品普及宣伝事業

（１）県内物産カタログによる紹介宣伝事業 ２，９００千円（28年度 2,250千円)

  県内物産の周知・宣伝等を目的に名産品カタログ「ぐんまの逸品(2017～2018版)」を

作成し、観光展・物産展等において県内外の多くの方に幅広く配布する。これにより、

本県物産の情報発信に寄与するとともに、市場動向等の情報提供、専門家によるノウハ

ウの教授等を通じて県内物産業者の育成を図る。

（２）品質及びデザインの向上促進及び指導に関する事業

１）群馬県優良県産品推奨に対する協力 ６２３千円（28年度 514千円）

  県が｢群馬県優良県産品推奨制度｣により指定した推奨品の普及及び販売促進に資する

ため、推奨シ－ルの普及を促進する。

（３）物産展等開催事業 １，９２０千円（28年度 4,529千円）

  県内外の百貨店・商業施設等において、本県物産の紹介宣伝及び県内物産業者の販売

ノウハウの育成を図るため、県及び関係団体と連携し、各種観光物産展等を開催する。

特に、首都圏での物産宣伝による認知度アップを図るため、首都圏近郊における観光

物産展開催を積極的に開催するとともに、会場等の新規開拓にも取り組む。

  ・開催回数  年間２５回程度を予定。



（４）ぐんまの通販サイト「CASAぐんま」の運営 ４，９８７千円（28年度 5,309千円)

  県内外の多くの方に本県物産の魅力を発信するため、本県物産の通販システム「CASA
ぐんま」を通じて、インターネット販売に参加したい意欲のある県内業者を対象に、商

品のブラッシュアップ、販路開拓等に繋がるよう支援を行う。

また、県税務課の協力を得てこの「CASAぐんま」の商品を「ふるさと納税返礼品」

に活用する。

 １）群馬県産品販売等（収入 ２，１２１千円）

 ２）運営委託等（ １，６２５千円）

・インターネットシステム管理運営委託 

  ・商品流通システム管理運営委託

（５）近代こけしコンクール事業 ７６０千円（28年度 760千円） 

  本県「近代こけし」産業の発展に寄与することを目的に「近代こけし」を一堂に集め

県が開催するコンクールを支援する。

（６）ぐんまふるさと納税お礼品の提供事業  

１，３４５千円（28 年度 1,447 千円）（県受託事業）

 群馬県へのふるさと納税のお礼品としてCASAぐんまより選定していただき、お礼品

を調達・発送する。

（７）地域の食と土産の魅力向上事業 １０，０００千円（新規：県受託事業） 

  「ぐんまのお土産コンテスト」を開催し、魅力的な県産品の掘り起こしを行い、コン

テスト優秀作品を積極的にＰＲすることにより、「これぞぐんまのお土産」と広く認知

していただき、本県の食と土産の魅力向上による観光消費額の増加を図る。

Ⅱ 国際化推進事業

１ 多文化共生支援事業 ９，０９７千円（28年度 9,042千円）

  在住外国人に対し、県内全域を対象とした情報の収集・発信と多言語コミュニケーシ

ョン支援、日本語学習支援を軸として、多文化共生社会へ向けた地域づくりを目指す。

（１）「多言語インフォメーションセンター」の運営（県補助事業）

 ７，３４０千円（28年度 7,090千円）

  総合相談機能を有する多言語インフォメーションセンターにおいて、４カ国語（英語、 

ポルトガル語、スペイン語、中国語）で、多文化共生と国際交流・協力、国際観光の推 

進に資する通訳、翻訳、相談を実施する。



（２）外国人のための法律相談 ４３１千円（28年度 450千円）

  在住外国人からの各種相談に対し、５カ国語（英語、ポルトガル語、スペイン語、中 

国語、タガログ語）による「弁護士、行政書士、社会保険労務士による無料相談会」を

市町村と連携して実施する。

（３）外国人相談実務者のための研修 ６０千円（28年度 150千円）

  外国人相談業務に携わる実務者を対象に、非常時の対応や相談対応における基礎や最

新の制度改正等についてのスキルアップを図るとともに、他の相談機関との連携や相談

員同士のネットワーク構築等を目的とした研修を実施する。（CLAIR補助事業申請予定）

  開催回数：１回

（４）多言語情報発信事業 １，１１６千円（28年度 1,052千円） 

 １）多言語ＷＥＢサイト「All Around Gunma」の運営 ４３２千円（28年度 432千円）

  外国人を対象とした県内の生活・観光情報や、県民へ向けた国際交流・協力に関する 

情報を収集し提供する多言語サイトを5カ国語（英語、ポルトガル語、スペイン語、中国

語、日本語）で運営する。

 ２）群馬県観光物産国際協会多言語facebookサイトの運営 ０千円（28年度 0千円）

  外国人を対象とした県内の生活・観光情報や、県民へ向けた国際交流・協力に関する 

情報を収集し提供する多言語facebookサイトを運営する。

３）多言語メールマガジン発信 ３００千円（28年度 300千円）

  多言語サイトと連動し、県内の生活・観光情報等を４カ国語（英語、ポルトガル語、 

スペイン語、中国語）で発信する多言語メールマガジンを発信する。

  発行回数：毎月１回 年１２回

  発信数：ポルトガル語約220名・スペイン語約130名・英語約410名・中国語約140名

４）外国語情報誌「THE GUNMA GUIDE」発行 ３８４千円（28年度 320千円）

  在住外国人を対象に県内の生活・観光情報、各国際交流団体等の情報を掲載した多言 

語情報誌を4カ国語（英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語）で発行する。

発行回数：隔月１回 年６回

発行部数：各言語（４言語）５００部

（５）日本語学習支援事業 １５０千円（28年度 300千円）

  在住外国人の日本語学習を支援するボランティアの養成を目的とし、日本語学習支援 

のための基礎的な知識を習得する講座を開催する。

  開催回数：全４回



２ 国際交流・協力推進事業 ６６９千円（28年度 502千円）

人材育成とコーディネート機能を軸として、県内の国際交流・協力活動の活性化を図

るとともに、県民が参画する国際交流・協力活動の促進へ向けた環境整備を行う。

（１）国際交流ボランティア人材バンクの運営/育成事業 ２３３千円（28年度 36千円）

  ６種類のボランティア(通訳・翻訳／ホームステイ／日本文化紹介／海外事情紹介／ 

日本語支援／イベント協力）を登録し、県や市町村、公共団体の依頼に応じて紹介と派 

遣を行うとともに、訪日外国人インバンドに向けたボランティアの育成・ネットワーク

構築を目的とした研修会を実施する。

（２）国際交流団体等連携事業 １７１千円（28年度 41千円）

１）市町村国際交流協会等連絡会議 ４１千円（28年度 41千円） 

  県内各市町村国際交流協会等とのネットワーク構築強化を図るとともに、相互連携を 

深め、共通する課題に対する意見交換や情報共有を行う連絡会議を開催する。

  開催回数：２回

２）地域国際化協会連絡協議会事業 １３０千円（28年度 0円） 

  （一財）自治体国際化協会と各都道府県の国際交流協会が構成する協議会に参加し、

事業の連携や意見交換を図る。

（３）国際交流・協力活動推進事業 ２０３千円（28年度 0千円）

１）市町村国際交流まつり出展 ２０３千円（28年度 0千円） 

  国際交流・協力団体活動の周知と活動活性化を図るとともに、県内市町村国際交流協

会等や国際協力機構（JICA群馬デスク）と連携し、県民へ向けた意識啓発と参加促進を

図るため、市町村が開催する国際交流まつり等に出展する。

  出展先：高崎市国際交流のつどい又は館林市国際交流まつり

（４）県内国際交流・協力団体活動調査及び情報提供事業 １２千円（28年度 12千円）

  県内の各種国際交流・協力団体の構成､活動状況等の調査を行い、県民等からの問い合

わせに対し情報提供を行う。

調査回数：１回

（５）国際理解推進事業 ５０千円（28年度 81千円）

  国際理解教育・国際協力に関する参加型セミナー等をJICAと連携し開催することによ

り、世界や地域の課題に目を向け、国際的な市民活動の活性化を図る。

  開催内容：セミナー１回

３ 外国人未払医療費対策事業 ５，００２千円（28年度 5,296千円）（県補助事業）

 外国人を診療したが、受け取るべき医療費を回収できないでいる医療機関に、その医 

療費の一部を補填し、医療機関の負担軽減と社会の安定に資する。



４ 受託事業 １，７６２千円（28年度 2,082千円） 

（１）地域国際化推進サポート事業 １，２６２千円（28年度 1,262千円） 

  （一財）自治体国際化協会群馬県支部の活動を円滑にし、一層の地域国際化推進を

図るため、翻訳・通訳・情報収集・発信等の業務を受託する。

（２）群馬県日本中国友好協会業務受託事業 ５００千円（28年度 500千円） 

  日本と中国両国間の民間レベル交流が重要視される中、群馬県日本中国友好協会の

活動を側面的に協力するとともに、群馬県上海事務所との連携や同事務所協力の下、

友好交流覚書を締結した上海市人民対外友好協会との一層の交流推進を図るため、群

馬県日本中国友好協会から翻訳・通訳・情報収集・発信等の業務を受託する。

Ⅲ 旅行業事業 ６，７３８千円（28年度 8,150千円）

  宿泊客を含めた誘客を促進するため、当協会本部、東京の案内所を中心に宿泊手配等

を行う。

  旅行業関連の事業にも積極的に取り組み、主催旅行の実施、手配旅行の請負等を行う。

Ⅳ 観光施設事業 ７，６９９千円（28年度 9,000千円）

  県立赤城公園内、榛名公園内において観光施設（厚生文教団地等、オートキャンプ場） 

の管理運営を行う。

Ⅴ 財団の運営

１ 理事会、評議員会の開催

  事業計画、予算、その他の重要事項等について審議を行うため、理事会、評議員会を 

６月、３月に行う。また、必要に応じ臨時会を開催する。


